


〔
日
時
〕
平
成
７
年
５
月
５
日
（
金
）
午
後
１
時
！

〔
会
場
〕

吹
田
市
千
里
市
民
セ
ン
タ
ー
（
吹
田
市
津

雲
台
１
１
１
１
，
２
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ
“
０
６
１

８
３
４
１
０
０
５
４
）

〔
宿
泊
〕

好
日
荘
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
”
０
６
１
８
７
１
１
０

１
３
２
）

〔
主
な
催
し
〕

第
一
部
出
店
コ
ー
ナ
ー

午
後
１
時
ｌ
午
後
３
時

・
裸
の
展
覧
会
（
裸
玉
展
）

・
大
会
記
念
詰
将
棋

・
四
人
将
棋
＆
詰
め
て
将
棋
広
場

・
指
導
対
局
（
鹿
野
圭
生
女
流
）

・
握
り
詰

第
皿
回
窒
園
塞
鎧
鍵
鍵
漆
議

（
主
催
／
全
日
本
詰
将
棋
連
盟
蕊

〔
参
加
費
〕

五
千
円
（
女
性
及
び
高
校
生
以
下
は
三
千

円
）
但
し
、
第
一
部
、
二
部
の
み
の
参
加
は
千

五
百
円
。
第
三
部
の
み
の
参
加
は
四
千
円
。

・
全
詰
連
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委
員
会

・
チ
ェ
ス
プ
ロ
ブ
レ
ム

・
頓
珍
館
震
災
支
援
コ
ー
ナ
ー

第
二
部
式
典
（
司
会
“
明
石
六
郎
）

午
後
３
時
半
ｌ
午
後
５
時
半

・
来
賓
挨
拶

・
全
詰
連
委
員
会
報
告

・
看
寿
賞
授
賞
式

・
段
位
贈
呈
式

・
プ
ロ
棋
士
参
加
詰
将
棋
大
迷
路

・
記
念
落
語
（
桂
九
雀
）

第
三
部
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

（
司
会
”
柳
田
明
）

午
後
６
時
ｌ
午
後
８
時

・
記
念
詰
将
棋
当
選
者
発
表

・
握
り
詰
優
秀
作
発
表

雫
一
①
特
別
企
画
で
す
鋳
￥
日
雄
ア
マ
チ
『
二
一
・
／
将
棋

岬
一
全
国
大
会
握
り
詰
ｌ
ア
マ
連
杯
Ｉ

一
国
幽
雌
州
州

万
円
・
（
提
供
Ⅱ
ア
マ
連
）

い
ず
れ
も
当
日
表
彰
を
行
い
ま
す
。
奮
っ

て
ご
応
募
下
さ
い
。

岬
②
大
会
当
日
、
ま
た
別
の
握
咳
詰
も
行
い
ま

￥
す
。
お
楽
し
み
に
。

蹄
■
呈
賞
叩
優
秀
賞
、
佳
作
賞
等
賞
金
総
額
５

一
決
定
（
不
完
全
作
は
ボ
ッ
）
。

一
大
会
当
日
展
示
、
投
票
に
よ
り
優
秀
作
を

一
締
切
叩
４
月
晦
日
消
印
（
編
集
部
宛
）

一
歪
都
韮
附
や
使
用
駒
で
詰
将
棋
を
作
っ
て

連
盟
理
事
長
の
西
村
邦
彦
氏
に
握
っ
て
頂

き
ま
し
た
。
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那
舗
諒
真
Ⅷ
虹
ペ
メ

1995年度全国詰将棋大会

日時5月5日（金）13：00～20：00

会場吹田市千里市民センター

①新大阪駅より地下鉄御堂筋線（北大

阪急行）桃山台下車、東へ徒歩1km

②阪急梅田駅より北千里線（北千里行）

南千里下車

●
督
異
↑
『
｜
愉
心
酢
叩
墨
替
思
捕
心
函
温
、

独
台
味
狼
心
叩
歌
い
劃
製
恵
罫
篭
到

／
千里市民センター

ノ嘉
一3

北
大
阪
急
行

千
里
一
号
線
一
ｒ
』
’
三
’
一

南
千
里
駅

⑧二
一

ニコーー匡

干里

一
線
東

喜
“
’
’
１
”

］
１
~－口

ｌ

・
桃
山
台
駅
（
北
大
阪
急
行
ｌ
地
下
也

好
日
荘

阪
急
北
千
里
線

列
言
の
○
旦
唖
（
針
喜
、
、
⑳
ヱ
）

至
大
阪
梅
田
駅

千
里
山
万
一
面

吹
田
方
面

至
新
大
阪

／



全
国
規
模
の
会
合
が
毎
年
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
つ
い
最
近
な
の
だ
が
、
そ
れ

で
も
今
で
は
、
何
回
目
だ
っ
た
か
判
ら
な
く

な
る
ぐ
ら
い
に
行
事
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
そ
の
大
会
の
模
様
を
報
告
し
た
い
と
考

え
て
い
た
の
だ
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
そ
の

大
会
の
前
後
や
表
裏
の
話
な
ど
、
み
ん
な
時

系
列
で
書
い
て
し
ま
う
こ
と
に
し
よ
う
。
私

が
書
け
ば
こ
う
い
う
報
告
に
な
る
こ
と
は
予

想
が
つ
く
こ
と
な
の
で
、
こ
こ
は
編
集
部
の

人
選
ミ
ス
と
し
て
、
ご
了
解
頂
き
た
い
。

私
事
だ
が
、
今
回
は
Ｇ
Ｗ
前
半
に
ひ
ど
い

風
邪
を
も
ら
っ
て
き
て
、
な
お
か
つ
三
日
に

出
勤
と
い
う
ベ
ス
ト
と
は
程
遠
い
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
に
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
な
ぜ
か
、
こ

の
会
に
は
来
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

平
成
７
年
度
全
国
詰

■
第

■
第
一
部
（
出
店
．
ｌ
ナ
ー
）

・
大
会
記
念
詰
将

・
裸
の
展
覧
会

・
握
曜
詰
大
会
（
ア
マ
連
杯
）

・
指
導
対
局

（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委
員
会
）

・
チ
ェ
ス
プ
ロ
ブ
レ
ム
ラ
ン
ド

・
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
デ
モ

挨
拶
大
会
会
長
岡
田
敏

四
人
将
棋
＆
詰
め
て
将
棋
広
場

二
部
（
式
典
）

将
棋
大
会
報
告

詰
将
棋
パ
ラ
ダ
イ
ス
水
上
仁

日
本
将
棋
連
盟
福
崎
文
吾
八
段

（
本
間
博
五
段

鹿
野
圭
生
女
流
初
段
）

棋
（
講
師
型
若
島
正
）

金
子
清
志

そ
の
他

六
段
（
一
万
円
）
創
棋
会
（
一
万
円
）
門
脇

芳
雄
（
五
千
円
）
詰
将
棋
研
究
会
（
賞
品
多

数
）
東
京
詰
将
棋
工
房
（
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
十
冊
、

他
）
石
黒
誠
一
（
四
人
将
棋
三
セ
ッ
ト
）

金
五
万
円
）

秋
葉
原
ラ
ジ
オ
会
館

Ｕ
第
三
部

一
一

冊
）
ア
マ
チ
ュ
ア
将
棋
連
盟
（
握
曜
詰
賞

〔
寄
付
〕

・
ゲ
ー
ム
（
詰
将
棋
大
迷
路
）

・
段
位
贈
呈
式

・
記
念
落
語
桂
九
雀

・
看
寿
賞
授
賞
ゞ
式

・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委
員
会
報
告

（
懇
親
》
ハ
ー
テ
ィ
ー
）

安
平
昭
二
（
二
万
円
）
森
信
雄

詰
将
棋
研
究
会
森
田
正
司

創
棋
会
安
平
昭
二

（
五
万
円
篇
将
棋
墨
酔

門
脇
芳
雄
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五
月
四
日
（
木
）

最
近
は
全
国
大
会
の
前
日
に
幹
事
会
を
行

う
こ
と
も
恒
例
と
な
っ
て
い
る
。
場
所
は
、

今
回
の
宿
泊
施
設
と
し
て
も
使
用
す
る
「
好

日
荘
」
。
私
も
午
後
六
時
開
会
に
は
少
し
早
め

に
駆
け
つ
け
た
の
だ
が
、
も
う
ほ
と
ん
ど
の

幹
事
が
参
集
し
て
い
た
。

幹
事
会
の
議
題
は
、
宇
佐
見
正
さ
ん
の
逝

去
等
に
伴
う
新
幹
事
選
任
、
会
計
報
告
、
各

委
員
会
の
報
告
、
明
日
の
本
会
場
に
つ
い
て

の
最
終
打
ち
合
わ
せ
等
で
あ
る
が
、
こ
の
メ

ン
バ
ー
に
し
１
は
珍
し
く
（
？
）
整
然
と
行

わ
れ
、
午
後
八
時
ま
で
に
は
所
要
の
議
事
を

終
了
し
た
。
幹
事
会
で
の
議
事
・
決
定
事
項

等
は
、
全
詰
連
か
ら
の
報
告
と
し
て
正
式
に

掲
載
さ
れ
る
は
ず
な
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て

は
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

さ
て
、
幹
事
会
が
終
わ
れ
ば
、
ご
近
所
の

方
は
帰
り
、
宿
泊
者
だ
け
が
残
る
。
つ
ま
り

尽
き
な
い
話
題

西
か
ら
東
か
ら
遠
緬
釆
の
方
ば
か
り
が
残
る
ご

と
に
な
る
（
遠
来
の
方
同
士
で
近
所
と
い
う

こ
と
は
あ
る
が
）
。
誌
面
で
名
前
を
存
じ
上
げ

て
は
い
て
も
、
会
う
の
は
こ
の
会
合
だ
け
の
、

せ
い
ぜ
い
年
に
一
度
か
と
い
う
人
ば
か
り
（
住

ん
で
い
る
場
所
に
よ
っ
て
は
、
一
生
に
一
度

と
い
う
こ
と
も
あ
り
そ
う
）
。
こ
こ
ぞ
と
ば
か

り
に
話
が
盛
り
上
が
ら
な
い
訳
が
な
い
。
そ

し
て
こ
の
場
所
は
さ
し
ず
め
前
夜
祭
と
な
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
う
い
う
場
に
い
る
と
、
「
や
っ
ぱ
り
こ
い

つ
ら
は
普
通
の
人
間
じ
ゃ
ね
え
な
」
と
思
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
《
何
が
楽
し
く
て
か
話

題
が
尽
き
な
い
．
せ
い
ぜ
い
幹
事
会
で
の
弁

当
の
残
り
く
ら
い
し
か
肴
が
な
い
の
に
、
大

酒
と
い
う
程
で
は
な
い
が
延
々
と
酒
を
呑
む

（
盤
と
駒
が
肴
だ
と
い
う
説
も
あ
る
）
。
宿
の

人
が
布
団
を
敷
く
と
い
う
の
に
、
話
の
輪
が

な
く
な
ら
な
い
の
で
、
物
理
的
に
布
団
を
敷

く
隙
間
が
な
い
．
何
も
言
わ
れ
な
い
と
風
呂

に
入
る
こ
と
さ
え
気
付
き
そ
う
に
な
い
（
以

上
の
話
に
一
番
あ
て
は
ま
る
の
は
私
だ
と
い

う
噌
雲
も
あ
る
）
奉
箔
ま
脚
の
宿
で
ど
ん
な
に

盛
り
上
が
る
集
団
も
他
に
類
を
見
な
い
で
あ

ろ
う
。そ
れ
に
、
こ
の
段
階
で
は
、
看
寿
賞
の
選

考
結
果
、
４
月
号
で
募
集
し
た
握
り
詰
作
品

が
出
て
い
た
た
め
、
一
璽
題
が
尽
き
な
い
の
も

無
理
は
な
か
っ
た
。

さ
す
が
に
こ
の
ま
ま
続
い
て
は
翌
朝
が
マ

ズ
イ
と
思
っ
て
、
私
は
十
二
時
す
ぎ
に
は
寝

て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
残
り
の
面
々
は
一
体

い
つ
ま
で
や
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
ん
な
愛
歯
型
気
が
お
好
み
の
方
は
、
今
後

は
前
日
泊
も
セ
ッ
ト
で
申
し
込
ま
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
幹
事
会
も
別
に
秘
密
の

打
ち
合
わ
せ
を
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
。
た
だ
し
、
色
々
コ
キ
使
わ
れ

て
も
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
が
。

五
月
五
日
（
金
）

天
気
予
報
は
芳
し
く
な
か
っ
た
が
、
朝
起

ス
テ
ー
ジ
付
き
大
ホ
ー
ル
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き
て
み
れ
ば
廷
詰
将
棋
を
す
る
に
は
何
と
も

惜
し
い
よ
う
な
良
い
天
気
で
あ
る
。
後
で
聞

い
た
話
だ
が
、
未
明
に
か
な
り
強
い
雨
が
降

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

余
談
だ
が
、
私
は
恐
ろ
し
い
程
の
雨
男
で
、

一
泊
以
上
の
旅
行
に
行
け
ば
必
ず
雨
に
当
た

る
。
例
外
は
三
回
だ
け
で
、
そ
の
う
ち
二
回

は
冬
の
函
館
と
秋
田
で
、
地
元
の
人
も
滅
多

に
遭
わ
な
い
と
い
う
吹
雪
。
あ
と
の
一
回
は

伊
豆
で
、
天
候
は
何
も
な
か
っ
た
が
、
地
震

で
石
が
降
っ
て
き
て
電
車
が
止
ま
っ
た
。

閑
話
休
題
。

全
国
大
会
な
ど
で
天
気
を
気
に
す
る
の
は
、

天
気
に
よ
っ
て
飛
び
込
み
の
参
加
者
数
が
変

化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
荒
天
で
あ
れ
ば
出
足

も
鈍
り
、
好
天
で
あ
れ
ば
足
が
向
く
と
い
う

具
合
で
、
経
験
的
に
二
十
人
程
度
ま
で
の
増

減
は
あ
る
よ
う
だ
。
「
完
全
予
約
制
ア
ポ
な
し

お
断
り
」
と
い
う
よ
う
な
堅
い
会
合
で
な
い

の
は
確
か
な
の
で
す
が
、
事
前
予
約
は
し
て

下
さ
い
ね
。

会
場
は
十
時
頃
ま
で
開
か
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
あ
っ
た
が
胃
会
場
セ
ッ
ト
用
の
道
具

を
持
っ
て
九
時
前
に
は
宿
を
出
て
、
阪
急
線

の
駅
の
近
く
の
喫
茶
店
で
朝
食
を
と
る
。
前

夜
は
相
当
に
夜
更
か
し
し
た
で
あ
ろ
う
に
、

調
子
の
悪
い
人
は
（
見
掛
け
上
は
）
い
な
い
。

十
時
少
し
前
。
事
前
準
備
の
た
め
、
本
会

場
で
あ
る
千
里
市
民
セ
ン
タ
ー
に
行
く
。
会

場
の
方
に
無
理
を
言
っ
て
、
早
め
に
入
れ
て

頂
い
た
。

メ
イ
ン
会
場
は
、
ス
テ
ー
ジ
付
き
の
大
ホ

ー
ル
。
今
ま
で
や
っ
た
場
所
の
中
で
は
、
設

備
面
で
は
一
番
上
等
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

長
テ
ー
ブ
ル
や
ら
椅
子
や
ら
を
配
置
し
、

ワ
ー
プ
ロ
か
何
か
で
奇
麗
に
作
っ
た
出
店
の

看
板
や
「
会
場
内
禁
煙
」
な
ど
の
紙
を
掲
示

す
る
。
片
隅
で
は
、
門
脇
さ
ん
な
ど
が
詰
将

棋
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
実
演
の
為
の
パ
ソ
コ
ン
の

現
調
に
余
念
が
な
い
。

十
二
時
少
し
前
。
会
場
設
営
も
一
段
落
し

た
の
で
、
早
め
に
昼
食
を
す
る
た
め
、
新
ヶ

江
さ
ん
、
藤
沢
さ
ん
、
王
泉
さ
ん
と
で
会
場

近
く
の
喫
茶
店
へ
行
く
。
そ
こ
で
、
四
国
か

さ
て
、
会
場
に
戻
る
と
、
受
付
の
前
で
は

相
当
数
の
方
が
会
場
遅
し
と
待
ち
構
え
て
い

た
。
最
終
的
に
は
参
加
者
総
数
が
百
二
人
と

な
っ
た
。

〔
参
加
者
〕
皿
人

圃
閣
幽
阿
部
健
治

園
圏
図
北
川
明

国
閏
固
飯
山
修
・
冨
永
晴
彦
・
安
江
久
男
・

吉
田
芳
浩

閏
閏
国
湯
川
博
士

周
周
回
大
橋
健
司
・
金
子
清
志
・
小
林
敏
樹

・
酒
井
弘
格
・
新
ヶ
江
幸
弘
・
鈴
木
龍
晴

・
相
馬
慎
一
・
富
沢
岳
史
・
藤
沢
秀
樹
．

ら
の
遠
征
組
の
井
内
さ
ん
軸
来
嶋
さ
ん
と
遭

遇
。
せ
い
ぜ
い
一
年
に
一
度
会
う
か
会
わ
な

い
か
と
い
う
人
を
相
手
に
、
話
題
は
他
に
も

あ
る
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
か
最
悪
の
暗
い
話

題
で
盛
り
上
が
る
。
ど
う
し
て
も
そ
う
い
う

雰
囲
気
に
さ
せ
る
今
年
で
あ
る
。

血
人
を
越
す
参
加
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森
田
正
司
・
山
田
康
平

［
閥
圏
刷
幽
門
脇
芳
雄
・
橋
本
孝
治
・
柳
田
明

・
山
下
雅
博

園
圃
幽
佐
野
公
男

園
園
凹
東
英
男
・
近
藤
真
一
・
関
半
治

目
周
己
清
水
一
男
・
田
原
宏
・
藤
島
五
郎

悶
圏
回
稲
冨
享
・
林
泰
伸

囚
圏
凹
石
黒
誠
一
・
稲
川
義
明
・
上
田
吉
一

・
金
子
義
隆
・
久
後
生
歩
・
周
藤
裕
也
・

田
代
達
生
・
筒
井
浩
実
・
中
村
圭
吾
・
平

田
正
・
山
田
嘉
則

国
閏
隅
］
明
石
六
郎
・
池
崎
和
記
・
石
川
武
志

・
猪
股
昭
逸
・
猪
股
賢
文
・
魚
住
貴
範
・

浦
野
真
彦
・
浦
野
麻
七
美
・
浦
野
大
地
・

雀
然
・
桂
九
雀
・
鹿
野
圭
生
・
岸
原
秀
行

・
久
保
雅
樹
・
高
坂
研
・
小
島
正
司
・
小

林
理
・
小
山
宏
史
・
塩
田
洋
・
谷
口
均
・

内
藤
浩
忠
・
中
出
慶
一
・
長
谷
繁
蔵
・
浜

田
博
・
平
井
孝
雄
・
弘
光
弘
・
福
崎
文
吾

・
本
間
博
・
安
国
真
紀
夫
・
柳
原
裕
司
・

大
和
敏
雄
・
山
本
繁
樹
・
吉
田
彰
・
若
木

栄
登
・
若
島
正

同
閤
画
喜
多
真
一
・
前
田
裕
昭
・
水
上
仁
・

宮
島
信
昭
・
森
信
雄
・
安
平
昭
二
・
山
腰

雅
人
・
山
名
厚

国
間
凸
岡
田
敏
・
岡
田
節
子
・
小
尾
二
郎

同
闘
州
出
小
川
泰
弘

同
州
出
高
谷
祥
敬
・
平
井
康
雄

圃
圃
口
高
見
秀
夫

ｍ
㈲
口
間
鍋
功
・
山
本
善
章

閏
同
山
井
内
直
紀
・
来
嶋
直
也

周
囲
凸
竹
村
孔
明

同
周
幽
西
田
弘
・
宗
岡
博
之
・
八
尋
久
晴

国
閣
山
神
品
和
男

屈
陶
国
太
田
慎
一

午
後
一
時
半
よ
り
予
定
を
少
し
早
め
て
開

場
。
今
回
は
例
年
と
違
っ
て
、
い
き
な
り
最

初
に
お
祭
り
と
い
う
趣
向
で
あ
る
た
め
、
参

加
者
は
会
場
各
方
面
で
の
出
店
（
？
）
に
集

ま
っ
た
。
開
会
挨
拶
ら
し
き
も
の
も
な
く
、

淀
縛
も
な
い
の
に
「
第
一
部
」
だ
と
い
う
．
「
て

関
西
流
て
ん
で
ば
ら
ば
ら

ん
で
ば
ら
ば
ら
」
は
、
あ
る
意
味
で
は
関
西

流
か
。チ
ェ
ス
プ
ロ
ブ
レ
ム
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、

指
導
対
局
、
そ
の
場
で
段
位
認
定
、
四
人
将

棋
＆
詰
め
て
将
棋
な
ど
の
出
店
が
あ
っ
た
が
、

人
気
が
あ
っ
た
よ
う
な
の
が
プ
ロ
ブ
レ
ム
と

指
導
対
局
。

蕊鍵．
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プ
ロ
ブ
レ
ム
は
店
長
が
若
島
正
さ
ん
。
私

は
詳
し
く
見
て
い
な
か
っ
た
が
、
過
去
の
名

作
を
解
説
付
き
で
鑑
賞
す
る
と
い
う
企
画
だ

っ
た
よ
う
だ
。

指
導
対
局
は
、
本
間
博
五
段
と
鹿
野
圭
生

女
流
初
段
が
三
面
ず
つ
。
詰
将
棋
マ
ニ
ア
に

は
将
棋
が
好
き
な
人
が
少
な
い
と
い
う
が
、

蕊聯
し
鹿
野
女
流
初
段
の
指
導
対
局

眼
差
し
は
一
様
に
真
剣
だ
っ
た
雫
一
ま
あ
，
あ

れ
だ
け
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
い
た
ら
ギ
ャ
グ
も
で

き
な
い
だ
ろ
う
け
ど
ね
。

そ
し
て
意
外
に
も
（
？
）
人
気
だ
っ
た
の

が
、
当
日
に
駒
を
発
表
し
た
握
り
詰
。
作
品

応
募
は
午
後
四
時
ま
で
と
い
う
、
正
真
正
銘

の
握
り
詰
だ
。
使
用
駒
が
書
い
て
あ
る
ボ
ー

ド
の
前
で
、
用
意
し
た
盤
駒
が
足
り
な
い
程

に
何
人
も
の
方
が
創
作
に
没
頭
し
て
い
た
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
実
演
の
方
は
ま
だ
人
が

い
た
が
、
四
人
将
棋
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
少
な

く
て
か
わ
い
そ
う
だ
っ
た
。

さ
て
、
午
後
三
時
か
ら
「
第
二
部
」
の
予

定
で
あ
る
が
、
お
遊
び
の
方
が
収
ま
り
が
つ

か
な
い
と
見
え
て
三
時
半
か
ら
と
な
っ
た
。

先
の
阪
神
大
震
災
で
逝
去
さ
れ
た
宇
佐
見

さ
ん
へ
の
黙
祷
。
会
長
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
、

幹
事
の
紹
介
、
各
委
員
会
の
報
告
と
続
く
。

福
岡
の
八
尋
久
晴
さ
ん
の
挨
拶
で
は
、
来
年

お
待
ち
か
ね

剣
一
福
崎
八
段
の
ス
ビ
繍
凹
チ

の
開
催
地
が
九
州
地
区
（
お
そ
ら
く
は
北
九

州
市
）
と
な
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
ま
た

来
年
も
参
加
し
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
、
こ

の
私
。今
回
か
ら
、
詰
将
棋
段
位
の
高
殿
を
取
得

さ
れ
た
方
は
大
会
で
授
与
式
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。
今
回
は
平
井
康
雄
さ
ん
と
八
尋
久

晴
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
六
段
、
五
段
を
取
得
さ

れ
、
こ
の
会
場
で
授
与
さ
れ
た
。

さ
て
、
お
待
ち
か
ね
平
成
六
年
の
看
寿
賞

の
発
表
と
な
っ
た
。
今
回
は
、
短
編
賞
を
宗

岡
博
之
さ
ん
、
中
編
賞
を
大
橋
健
司
さ
ん
、

特
別
賞
を
浦
野
真
彦
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
た
。

長
編
賞
は
残
念
な
が
ら
該
当
な
し
と
な
っ
て

§函
房言一
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い
る
』
本
件
に
つ
い
て
も
、
受
賞
作
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
発
表
記
事
を
ご
覧
頂
き
た
い
。

事
前
に
資
料
を
配
布
し
て
あ
っ
た
の
で
、

会
場
内
に
歓
声
が
こ
だ
ま
す
る
よ
う
な
こ
と

は
な
か
っ
た
が
、
図
面
や
手
順
を
覚
え
て
い

な
い
と
面
白
く
な
い
と
い
う
面
も
あ
る
の
で
、

こ
れ
は
こ
れ
で
良
か
っ
た
と
思
う
。

ぐ
一
看
寿
賞
受
賞
の
三
氏

篭

･宵i

蝿 蕊繍灘溌

ゞ
次
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
と
．
全
員
参
加

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
「
詰
将
棋
代
迷
路
」
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
準
備
の
都
合
と
い

う
こ
と
で
中
止
と
発
表
さ
れ
た
。
前
日
に
も

説
明
を
も
ら
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
ど
う

い
う
企
画
で
何
が
準
備
不
足
だ
っ
た
の
か
、

こ
の
段
階
で
は
判
ら
な
い
。

続
い
て
桂
九
雀
さ
ん
に
よ
る
落
語
。
大
阪

の
大
会
で
は
定
番
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
今
回

は
題
も
詰
将
棋
に
関
す
る
こ
と
と
い
う
こ
と

で
、
ヘ
ボ
噺
家
だ
っ
た
ら
そ
れ
こ
そ
揚
げ
足

を
取
ら
れ
そ
う
な
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
こ
は
将

棋
も
本
格
的
に
や
っ
て
お
ら
れ
た
九
雀
さ
ん

の
こ
と
、
参
加
者
を
見
事
に
引
き
込
ん
で
し

ま
っ
た
。
そ
れ
に
マ
ク
ラ
も
面
白
く
て
、
こ

こ
に
い
る
の
が
ど
う
い
う
人
種
か
、
も
う
お

見
通
し
と
い
う
感
じ
さ
え
あ
っ
た
。

と
は
い
う
も
の
の
、
こ
ん
な
間
に
も
握
り

詰
を
や
っ
て
い
る
人
も
い
た
り
す
る
訳
で
は

あ
る
の
だ
が
。

最
後
に
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
記
念
撮
影
。

本
来
ゲ
ス
ト
で
あ
る
べ
き
は
ず
の
大
橋
健
司

し
桂
九
雀
さ
ん
の
落
語

さ
ん
が
書
や
は
り
今
年
も
カ
メ
ラ
マ
ン
と
な

っ
た
。

最
後
と
は
言
っ
た
が
ま
だ
午
後
五
時
す
ぎ
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
項
目
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
第
三
部
は
午
後
六
時
か
ら
、
と
思
っ

た
ら
、
「
詰
将
棋
大
迷
路
」
を
や
る
と
い
う
ア

ナ
ウ
ン
ス
。
ル
ー
ル
は
、
会
場
に
配
置
し
た

八
十
一
個
の
椅
子
を
盤
面
に
見
立
て
、
詰
将

棋
を
解
い
た
ら
詰
上
り
の
玉
位
置
へ
移
動
し
、

９
九
ま
た
は
１
九
の
ゴ
ー
ル
へ
向
か
う
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
本
間
博
五
段
ほ
か
そ
う
そ
う

た
る
方
々
が
競
技
に
参
加
し
た
も
の
の
、
短

時
間
で
や
る
企
画
と
し
て
は
詰
将
棋
の
問
題
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が
難
し
す
ぎ
《
リ
タ
イ
ア
寸
前
の
人
が
続
出
皇
￥

し
か
も
、
誰
が
一
番
先
頭
に
い
る
の
か
会
場

の
人
が
見
て
も
判
ら
な
い
と
い
う
弱
点
を
露

呈
し
た
（
ち
な
み
に
、
司
会
者
も
ル
ー
ル
を

よ
く
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
噂
も
あ

る
）
。
問
題
作
成
な
ど
、
企
画
側
は
相
当
の
苦

労
を
さ
れ
た
と
思
う
が
、
そ
の
割
に
報
わ
れ

な
い
企
画
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ど
う
せ
な
ら

苦
労
つ
い
で
に
、
全
問
題
と
最
短
経
路
図
を

参
加
者
全
員
に
配
布
し
て
し
ま
え
ば
、
こ
の

企
画
は
使
え
た
か
も
知
れ
な
い
。

今
回
は
や
け
に
あ
っ
さ
り
終
わ
っ
た
と
思

っ
た
ら
「
参
加
者
の
一
言
」
が
な
か
っ
た
。

し
ゃ
べ
り
足
り
な
い
人
は
懇
親
会
で
ど
う
ぞ

と
い
う
趣
向
で
あ
る
。
毎
年
恒
例
と
な
っ
て

い
た
が
、
あ
れ
も
一
時
間
く
ら
い
で
終
わ
っ

て
く
れ
れ
ば
花
な
の
だ
が
。

午
後
六
時
少
し
前
。
テ
ー
ブ
ル
を
並
べ
替

え
、
飲
み
物
、
食
べ
物
が
運
び
込
ま
れ
る
。

ま
た
も
や
相
馬
・
高
坂
ニ
ン
ビ

み
な
さ
ん
お
待
ち
か
ね
の
「
第
三
部
」
の
懇

親
会
と
な
る
（
お
待
ち
か
ね
と
思
っ
て
い
る

の
は
私
だ
、
と
い
う
説
も
あ
る
）
。

難
し
い
挨
拶
は
抜
き
に
し
て
乾
杯
。
会
場

内
の
五
’
六
テ
ー
ブ
ル
に
し
て
立
食
形
式
の

パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
る
。

看
寿
賞
受
賞
者
の
挨
拶
は
恒
例
で
あ
る
。

蕊鎚.,.,

鴬 糊
崖
撚
溌
碑
低

灘§

身':~

さ
し
ず
め
、
ア
ル
コ
ー
ル
も
入
っ
て
一
少
し

は
本
音
を
聞
き
た
い
」
と
い
っ
た
所
か
。
感

激
の
中
に
も
新
た
な
目
標
と
い
う
感
じ
の
宗

岡
さ
ん
、
狙
っ
て
作
っ
た
と
言
わ
ん
ば
か
り

の
大
橋
さ
ん
、
短
編
賞
と
特
別
賞
を
も
ら
っ

て
次
の
狙
い
は
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
と
い
う
浦

野
さ
ん
。
各
受
賞
者
の
話
は
い
ず
れ
も
「
ま

だ
何
度
で
も
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
り
、

今
後
に
希
望
の
持
て
る
言
葉
で
あ
っ
た
（
こ

れ
が
文
章
に
な
る
と
、
つ
い
謙
遜
の
つ
も
り

で
「
今
後
こ
れ
以
上
の
作
品
は
創
れ
な
い
」

な
ど
と
書
い
て
し
ま
い
が
ち
で
す
よ
ね
）
。

懇
親
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
は
「
女
性

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
と
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も

ま
た
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
な
し
、
と
い
う
の

が
関
西
流
。
指
導
対
局
を
し
て
頂
い
た
鹿
野

女
流
、
受
付
を
手
伝
っ
て
下
さ
っ
た
留
学
生

カ
ク

の
崖
さ
ん
な
ど
に
マ
イ
ク
が
向
け
ら
れ
る
。

若
手
グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
ブ
ル
は
す
ぐ
に
食

料
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
お
じ
さ
ん

グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
ブ
ル
か
ら
略
奪
し
て
く
る
。

テ
ー
ブ
ル
を
フ
リ
ー
に
す
る
と
、
テ
ー
ブ
ル
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さ
て
、
会
場
を
出
る
と
、
お
帰
り
に
な
る

近
距
離
組
、
呑
み
足
り
な
い
組
、
誰
か
近
所

の
家
へ
雪
崩
込
み
組
と
は
お
別
れ
。
そ
れ
ぞ

れ
来
年
の
再
会
を
誓
っ
て
い
た
。

し
ま
っ
た
。
誓
っ
ち
ゃ
っ
た
。

宿
泊
組
は
、
前
述
「
好
日
荘
」
に
戻
っ
て

き
た
。
と
は
い
う
も
の
の
、
前
日
よ
り
メ
ン

バ
ー
は
増
え
て
い
る
。
宿
泊
者
の
他
に
「
ど

う
せ
ま
だ
時
間
あ
る
し
、
ち
ょ
っ
と
寄
っ
て

行
く
か
」
組
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
し

か
も
、
会
場
で
残
っ
た
酒
や
肴
を
お
持
ち
込

み
と
き
た
。

こ
う
な
る
と
、
前
夜
と
同
じ
で
あ
る
。
否
、

前
日
よ
り
す
ご
い
。
ア
ル
コ
ー
ル
も
十
分
に

蓄
積
さ
れ
て
い
る
し
、
人
が
増
え
て
話
題
の

エ
サ
（
Ⅱ
作
品
）
は
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
。

結
局
は
、
ほ
と
ん
ど
盤
と
駒
だ
け
を
肴
に
し

て
、
延
々
と
午
前
二
時
く
ら
い
ま
で
呑
ん
で

い
た
。 来

年
の
再
会
を
誓
う

五
月
六
日
（
土
）

×
×
×
も
手
伝
っ
て
午
前
四
時
半
に
目
が

覚
め
て
し
ま
っ
た
が
、
と
て
も
起
き
て
ど
う

こ
う
し
よ
う
と
い
う
気
分
に
な
れ
な
い
（
二

時
に
寝
て
四
時
半
じ
ゃ
、
寝
た
と
は
一
言
わ
な

い
か
し
ら
）
。
結
局
、
布
団
を
這
い
出
し
た
の

は
八
時
す
ぎ
。

今
日
も
よ
い
天
気
だ
。
よ
い
天
気
で
気
分

も
晴
れ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
部
屋
に
こ
も

っ
て
い
る
、
こ
の
酒
臭
さ
は
何
と
い
う
こ
と

か
。
思
い
出
し
て
み
れ
ば
、
２
日
で
延
べ
一

升
以
上
は
呑
ん
で
い
た
。
皆
さ
ん
お
強
い
方

ば
か
り
で
困
り
ま
す
わ
ね
え
。

午
前
九
時
す
ぎ
。
宿
を
後
に
し
て
、
宿
泊

組
の
大
半
は
昨
日
の
朝
と
同
じ
喫
茶
店
で
朝

食
。
食
事
を
し
な
が
ら
も
、
ま
だ
話
題
は
尽

４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
握
り
詰
コ
ン
ク

ー
ル
に
、
多
数
の
ご
応
募
を
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 懸
賞
握
り
詰

き
そ
う
に
な
か
っ
た
后

今
日
ゴ
ル
フ
を
予
定
し
て
い
る
人
も
い
た

の
だ
が
、
そ
の
人
た
ち
は
、
早
々
に
出
勤
し

た
ら
し
い
。
世
の
中
に
は
丈
夫
な
人
が
い
る

も
の
だ
（
後
で
聞
い
た
ら
、
そ
う
で
も
な
か

っ
た
が
）
。

よ
く
考
え
て
み
た
ら
、
今
日
は
な
ん
で
も

な
い
、
普
通
の
土
曜
日
だ
っ
た
。
完
全
に
曜

日
の
感
覚
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

私
の
方
は
何
も
予
定
が
な
く
、
宿
泊
組
の

中
で
誰
か
面
白
そ
う
な
所
へ
行
く
人
が
い
た

ら
一
緒
に
行
こ
う
と
も
思
っ
た
が
、
結
局
は

阪
急
電
車
の
中
で
解
散
と
な
っ
た
．

月
曜
ま
で
休
暇
予
定
だ
っ
た
私
は
単
独
行

動
と
な
り
、
土
曜
・
日
曜
と
京
都
競
馬
場
に

通
っ
て
旅
費
の
清
算
に
い
そ
し
ん
だ
。

条
件
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
将
棋
連
盟
理
事
長

の
西
村
邦
彦
氏
に
握
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

＆

記

念
作
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玉
角
金
銀
銀
桂
歩
歩
歩

応
募
多
数
の
た
め
一
人
一
作
に
限
定
し
、

鋤
作
が
ア
マ
連
杯
の
候
補
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
、
参
加
者
の
投
票
に
よ
り
表
彰
さ
れ

た
の
が
優
秀
作
と
し
て
①
相
坂
研
一
氏
作
、

佳
作
と
し
て
②
大
橋
健
司
氏
作
。

ま
た
、
当
日
握
り
詰
と
し
て
も
行
わ
れ
、

次
の
条
件
で
わ
ず
か
３
時
間
の
う
ち
に
９
作

も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

玉
飛
角
金
金
銀
桂
桂
桂
香
歩
歩

佳
作
と
し
て
表
彰
を
受
け
た
の
は
、
③
新

ヶ
江
幸
弘
氏
作
。

尚
、
ア
マ
チ
ュ
ア
将
棋
連
盟
よ
り
、
優
秀

作
に
三
万
円
、
佳
作
に
は
各
々
一
万
円
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

④
は
、
大
会
記
念
詰
将
棋
と
し
て
出
品
さ

れ
た
森
信
雄
氏
作
。

ふ
る
っ
て
解
答
ご
応
募
下
さ
い
。

【
締
切
】
６
月
末
日
消
印

【
呈
賞
】
５
名

③当日握り詰：佳作

入選14回新ヶ江幸弘

98765432，1

①大会握り詰：優秀作

初入選相坂研一

987654321

持
駒
な
し

一
二
三
四
五
六
七
八
九

持
駒
な
し

一
二
三
四
五

六
七
八
九

④大会記念酷将棋

入選8回森信雄

987654321

②大会握り詰：佳作

入選51回大橋健司

887654321

持
駒
角
角
金

一
二
三
四
五
六
七
八
九

持
駒
歩

一
二
三
四
五
六
七
八
九

」
慣
一
Ａ
一
・
し
」
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５
月
５
日
に
吹
田
市
千
里
祁
民
セ
ン
タ
；

で
開
か
れ
た
第
ｎ
回
全
国
詰
将
棋
大
会
は
皿

名
が
出
席
し
て
盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

大
会
の
準
備
・
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
明
石
六

郎
実
行
委
員
長
を
は
じ
め
事
務
局
の
皆
様
、

本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
来
賓
の
棋
士

の
方
々
と
落
語
の
桂
九
雀
師
匠
に
は
大
会
を

盛
り
上
げ
て
戴
き
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
遠
方
か
ら
は
る
ば
る
参
加

さ
れ
た
会
員
諸
氏
に
も
感
謝
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
大
会
の
模
様
は
前
号
に
詳
し
く
紹

介
さ
れ
た
通
り
で
す
が
、
平
成
元
年
に
詰
パ

ラ
四
百
号
を
記
念
し
て
朗
年
ぶ
り
に
名
古
屋

で
開
か
れ
た
第
５
回
大
会
以
来
、
東
京
・
大

阪
・
百
石
・
四
日
市
・
府
中
・
吹
田
と
毎
年

中
部
・
関
東
・
関
西
・
地
方
を
持
ち
回
り
で

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
全
国
の
愛
好
者

一
‐
全
詰
連
」
に
つ
い
て

全
日
本
詰
将
棋
連
盟
会
長
岡
田
敏

｜
、
全
日
本
詰
将
棋
連
盟
の
概
要

全
詰
連
の
誕
生
と
再
出
発
の
経
緯
に
つ
い

て
は
詰
パ
ラ
別
年
６
月
号
に
森
田
正
司
氏
が

詳
し
く
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に
も
明

記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
全
詰
連
を
一
言
で
言

え
ば
「
詰
パ
ラ
を
支
援
す
る
読
者
の
団
体
」

で
す
。
つ
ま
り
、
詰
パ
ラ
の
永
続
発
行
を
望

の
交
流
が
よ
り
深
ま
っ
て
詰
棋
界
の
活
性
化

を
促
し
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
全
国
詰
将
棋
大
会
を
主

催
し
て
い
る
「
全
日
本
詰
将
棋
連
盟
」
に
つ

い
て
、
あ
る
い
は
『
全
詰
連
と
詰
パ
ラ
の
関

係
」
に
つ
い
て
充
分
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い

向
き
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
大
会
ご
挨
拶
の

中
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
際
、
改
め
て

全
読
者
に
説
明
し
て
お
き
ま
す
。

む
ぷ
亨
雫
の
定
期
講
読
者
が
会
員
で
あ
り
、
詰

バ
ラ
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
幹
事
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
の
で
す
。

毎
年
開
か
れ
る
全
国
大
会
は
詰
棋
愛
好
者

の
交
流
が
主
た
る
目
的
で
す
が
、
全
詰
連
の

活
動
報
告
を
す
る
総
会
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

大
会
の
前
日
に
は
幹
事
会
が
開
か
れ
て
、
会

計
報
告
が
な
さ
れ
、
年
間
の
運
営
方
針
な
ど

に
つ
い
て
討
議
さ
れ
ま
す
。
こ
の
幹
事
会
に

は
会
員
な
ら
誰
で
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

出
席
し
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

幹
事
は
全
国
各
地
に
散
在
し
て
い
る
た
め
、

具
体
的
な
活
動
は
各
委
員
会
ご
と
に
実
行
し

て
お
り
、
そ
の
状
況
は
詰
パ
ラ
誌
上
に
都
度

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
因
み
に
、
現
在
は
次

の
委
員
会
（
委
員
長
）
が
活
動
中
で
す
。

①
看
寿
賞
選
考
委
員
会
（
森
田
銀
杏
）

②
段
級
位
認
定
委
員
会
（
吉
田
健
）

③
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委
員
会
（
門
脇
芳
雄
）

④
詰
棋
書
保
存
委
員
会
（
森
田
銀
杏
）

⑤
詰
将
棋
規
約
委
員
会
（
若
島
正
）

全
詰
連
の
運
営
費
用
の
主
な
も
の
は
、
現
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在
の
と
こ
ろ
、
看
寿
賞
と
段
位
認
定
免
状
で

す
が
、
そ
の
財
源
は
会
員
有
志
か
ら
の
ご
寄

付
と
段
位
認
定
料
に
依
存
し
て
お
り
、
と
き

た
ま
外
部
か
ら
の
作
品
提
供
依
頼
な
ど
で
潤

う
場
合
も
あ
る
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。

二
、
詰
パ
ラ
と
全
詰
連
の
関
係

こ
れ
ま
で
の
説
明
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、

詰
パ
ラ
と
全
詰
連
は
雑
誌
の
発
行
者
と
そ
の

読
者
団
体
と
い
う
関
係
で
あ
り
、
表
裏
一
体

と
言
う
か
、
車
の
両
輪
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

形
式
上
は
「
全
詰
連
機
関
誌
」
と
銘
打
っ
て

い
る
た
め
に
誤
解
さ
れ
る
向
き
も
あ
る
よ
う

で
す
が
、
全
詰
連
は
法
人
格
の
な
い
任
意
団

体
で
あ
り
、
発
行
の
責
任
・
権
限
は
あ
く
ま

で
そ
の
経
営
者
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
全
詰
連
が
二
人
歩
き
」
し
て
い

る
よ
う
だ
と
い
う
見
方
が
一
部
に
あ
り
ま
す

が
、
水
上
社
長
は
小
役
や
森
田
副
会
長
を
は

じ
め
各
幹
事
と
も
密
接
に
連
携
を
取
り
合
っ

て
詰
パ
ラ
の
経
営
に
当
た
っ
て
お
ら
れ
る
し
、

全
詰
連
も
、
詰
パ
ラ
と
離
れ
た
活
動
は
一
切

行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
従
来
か
ら
全
詰
連
の
会
則
に
『
本

部
は
詰
パ
ラ
編
集
部
」
と
定
め
て
あ
り
ま
す

が
、
全
詰
連
に
対
す
る
詰
パ
ラ
の
主
体
性
を

よ
り
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
今
回
の
幹
事
会

で
水
上
氏
が
事
務
局
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

三
、
全
国
大
会
の
主
催
者
と
名
称

次
に
「
全
国
大
会
の
主
催
者
が
よ
く
判
ら

な
い
」
と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
が
、
４
月
号

（
Ⅷ
頁
）
の
大
会
案
内
に
も
「
主
催
／
全
日

本
詰
将
棋
連
盟
」
と
明
記
し
て
あ
り
、
平
成
・

元
年
の
第
５
回
大
会
（
朗
年
５
月
号
）
以
来
、

ず
っ
と
そ
う
な
っ
て
い
ま
す
（
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
参
照
）
。
た
だ
、
今
年
３
、
４
月
号
裏

表
紙
の
広
告
で
主
催
団
体
が
抜
け
た
の
は
事

務
局
お
よ
び
編
集
部
の
手
落
ち
で
し
ょ
う
。

な
お
、
青
森
で
の
第
８
回
大
会
は
、
こ
の

時
に
結
成
さ
れ
た
東
北
支
部
が
事
務
局
と
な

り
、
百
石
町
で
の
将
棋
大
会
に
併
催
さ
せ
て

貰
っ
た
も
の
で
、
「
全
国
詰
将
棋
大
会
」
そ

の
も
の
の
主
催
は
あ
く
ま
で
全
詰
連
で
す
。

四
日
市
で
の
第
９
回
大
会
も
同
様
で
、
こ
の

よ
う
に
相
乗
り
の
開
催
は
お
互
い
に
プ
ラ
ス

に
な
る
方
法
と
言
え
る
で
し
亨
っ
二

ま
た
、
「
全
国
詰
将
棋
大
会
」
の
名
称
は

青
森
で
の
会
場
で
初
め
て
使
わ
れ
て
か
ら
踏

襲
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
一
般

に
広
め
る
に
は
、
堅
苦
し
い
「
全
詰
連
大
会
」

よ
り
も
判
り
易
く
て
良
い
と
思
い
ま
す
。

四
、
全
国
大
会
の
収
支
の
処
理

全
詰
連
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
収
支
は
、
そ
の
委
員
長
が
責
任
を

持
つ
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
余
剰
金

ま
た
は
不
足
金
の
処
理
方
法
も
委
員
長
の
裁

量
で
す
。
第
岨
回
大
会
（
府
中
市
）
の
と
き

は
実
行
委
員
会
の
新
ヶ
江
幸
弘
総
務
担
当
が

収
支
決
算
を
纏
め
て
森
田
委
員
長
が
承
認
印

を
押
し
、
残
額
の
七
、
八
二
五
円
と
一
緒
に

小
島
正
司
会
計
幹
事
に
送
っ
て
全
詰
連
の
預

金
に
納
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
幹
事

会
の
決
算
報
告
で
も
明
ら
か
で
す
。

と
に
か
く
、
全
詰
連
は
営
利
目
的
の
団
体

で
は
な
い
の
で
、
そ
の
事
業
は
い
ず
れ
も
収

支
ゼ
ロ
が
理
想
で
す
。
従
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

責
任
者
は
会
員
が
負
担
可
能
な
範
囲
の
実
費
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以
上
↓
全
詰
連
の
本
質
と
現
状
に
一
撃
一
い
て

改
め
て
解
説
し
ま
し
た
が
、
関
心
を
持
た
れ

た
方
は
、
ぜ
ひ
先
述
の
別
年
６
月
号
お
よ
び

そ
れ
以
降
の
全
詰
連
関
連
記
事
を
再
読
し
、

正
し
い
認
識
を
持
っ
て
下
さ
い
。

最
後
に
全
詰
連
の
役
割
を
要
約
す
る
と
、

①
詰
パ
ラ
の
発
行
を
支
援
し
、
そ
の
法
燈
を

永
遠
に
絶
や
さ
な
い
こ
と

②
全
国
の
詰
将
棋
愛
好
者
の
交
流
の
輪
を
拡

げ
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と

③
日
本
古
来
の
文
化
と
し
て
詰
将
棋
を
守
り

育
て
、
社
会
に
正
し
く
認
識
さ
せ
る
こ
と

の
三
つ
で
す
。
再
発
足
以
来
、
幹
事
を
は
じ

め
関
係
各
位
の
努
力
で
、
こ
の
目
的
に
向
か

っ
て
、
地
道
な
が
ら
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い

る
と
確
信
し
ま
す
。
会
員
各
位
の
建
設
的
意

見
と
積
極
参
加
を
望
む
も
の
で
す
。

で
計
画
を
立
案
し
、
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
労
力
や
交
通
費
等
は
も
ち
ろ
ん
協

力
者
の
負
担
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

は
そ
う
し
た
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
出
席
者
】
明
石
六
郎
・
岡
田
敏
・
門
脇
芳

雄
・
金
子
清
志
・
川
崎
弘
・
小
島
正
司
・
近

藤
真
一
・
佐
野
公
男
・
清
水
一
男
・
関
半
治

・
水
上
仁
・
森
田
正
司
・
柳
田
明
・
柳
原
裕

司
・
安
平
昭
二
・
八
尋
久
晴
・
若
島
正
（
以

上
Ⅳ
名
、
傍
線
は
新
任
。
欠
席
Ⅱ
古
関
三
雄

・
佐
々
木
聡
・
角
建
逸
・
山
田
康
平
）

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】
阿
部
健
治
・
新
ヶ
江
幸

弘
・
藤
沢
秀
樹
（
以
上
３
名
）

【
議
題
】

一
、
会
計
報
告
（
小
島
）

＊
安
平
監
査
役
の
監
査
済
み
の
平
成
６
年
度

決
算
書
お
よ
び
７
年
度
予
算
書
を
承
認

（
年
度
繰
越
金
は
八
四
三
、
五
三
二
円
）

二
、
役
員
改
選

＊
退
任
Ⅱ
宇
佐
見
正
（
死
去
）
、
明
石
六
郎

＊
新
任
Ⅱ
川
崎
弘
・
柴
田
昭
彦
・
湯
村
光
造

・
吉
田
健
・
若
島
正

三
、
看
寿
賞
選
考
経
過
報
告
（
森
田
）

＊
前
号
参
照
。
賞
牌
・
楯
お
よ
び
副
賞
（
一

万
円
、
特
別
賞
は
五
千
円
）
は
昨
年
通
り
。

四
、
詰
棋
書
保
存
委
員
会
報
告
（
森
田
）

＊
岨
月
に
委
員
会
を
開
催
。
佐
原
義
利
氏
の

「
詰
将
棋
書
目
録
」
を
基
に
７
年
度
中
に

平
成
７
年
度
全
詰
連
幹
事
会
議
事
録

（
５
月
４
日
吹
田
市
好
日
荘
に
て
）

総
目
録
を
作
成
の
予
定
。

五
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
状
況
報
告
（
門
脇
）

＊
入
力
委
員
（
阿
部
幹
夫
・
磯
田
征
一
・
猪

股
昭
逸
・
浦
壁
和
彦
・
小
川
泰
弘
・
小
沢

正
夫
・
門
脇
芳
雄
・
佐
藤
正
・
山
本
剛
司

・
渡
辺
一
芳
）
の
努
力
で
詰
パ
ラ
㈹
年
間

の
内
弘
年
分
（
約
三
万
題
）
お
よ
び
旧
パ

ラ
・
近
代
将
棋
・
将
棋
世
界
・
大
道
棋
・

古
図
式
の
約
二
万
題
を
入
力
済
み
。

＊
公
開
・
配
付
の
会
員
制
度
を
検
討
中
。

六
、
段
級
位
規
定
／
解
答
者
の
部
（
明
石
）

＊
原
案
通
り
本
年
度
か
ら
実
施
。
今
後
は
段

位
の
普
及
に
努
め
る
。

＊
宇
佐
見
氏
死
去
に
伴
い
、
委
員
長
に
吉
田

健
氏
が
就
任
。

七
、
規
約
委
員
会
（
柳
田
）

＊
一
年
間
、
殆
ど
活
動
で
き
ず
。

＊
委
員
長
は
柳
田
明
氏
に
替
わ
っ
て
若
島
正

氏
が
就
任
し
、
委
員
に
川
崎
弘
・
金
子
清

志
両
氏
が
加
入
。

八
、
事
務
局
の
設
屋

＊
幹
事
会
の
運
営
・
連
絡
を
担
当
す
る
事
務

局
長
に
水
上
仁
氏
が
就
任
。

九
、
次
回
全
国
大
会
開
催
予
定

＊
第
吃
回
は
北
九
州
市
小
倉
に
決
定
（
連
休

中
を
予
定
、
実
行
委
員
長
Ⅱ
八
尋
久
晴
氏
）

＊
第
旧
回
は
名
古
屋
地
区
に
内
定
。
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